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スマート保安アクションプラン進捗状況の報告
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１．低頻度型通信型集中監視システム（スペース蛍）の導入状況

ニチガスのＤＸにおけるデーター収集のための一つのツールとして、今後も普及促進を進める。

※第2回発表資料抜粋

設置状況 今後見通し 課題要望

自社ＬＰガス顧客約90万台、都市ガス
顧客約20万台設置完了。
他社導入15社7万台

2023年3月までに都市ガス40万台及び
他社導入15万台を目指す。

更なる普及促進のために保安におけるイ
ンセンティブ付与をご検討頂きたい。



©2022 NIPPON GAS Co.,LTD.All Rights Reserved.日本瓦斯株式会社 2

２．全数交換をベースとした新配送システムの構築

スペース蛍から取得した指針データーをベースに配送予定の自動作成及び自動配信を実装

実装状況 今後見通し 導入効果

自社ＬＰガス顧客(約90万件)について、
片側半数交換から全数交換への配送運用
変更

2023年3月までに、他社でも使用でき
る効率的なＬＰガス配送の仕組みを構築

配送コストの低減
人的リソースの低減。低減した人員によ
る業務多様化を実装
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３．リモート保安調査の実装

スペース蛍より取得した保安情報を元にガスメーター以降の配管漏洩状況を常時監視

実装状況 今後見通し 課題要望

自社グループ都市ガス顧客約40万件に
ついて、配管漏洩状況を常時監視。(微
少漏洩・遮断時に迅速対応)

消費機器の設置状況を問診することによ
り、要出向対象機器を除き、遠隔で定期
保安実施（リモート保安調査）していく

事故発生件数の減少を踏まえ、LPガス
の定期保安点検調査についても、都市ガ
スと同様の規制に統一していただきたい。
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４．新保安調査システムの構築 ①

定期保安点検調査のスケジューリングを自動化・最適な自動割振り（業務負荷の最適化）

▼実現する仕組み

実装状況 今後見通し 導入効果

前回実績と地域性を加味した、訪問スケ
ジュールの自動作成を行える、定期保安
調査の仕組みを構築中。

2023年3月までに、約200万件の顧客
向けに実装開始予定。2023年中にシス
テムと実作業の外販を実装していく。

作業効率化に伴う作業時間の大幅な縮
小・人的リソースの確保及び環境負荷の
軽減が可能。余剰リソースを他業務へ
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４．保安調査システムの構築 ②

アプリケーション画面イメージ【※開発中のスマホ用画面となります。】

複数会社間の
業務を一元管理・確認

トップ画面 調査項目一覧画面 圧力/漏洩検査画面 調査完了登録画面

直観的に分かりやすい
デザイン・アイコン

必要操作を最小限にし、
現場の負担を軽減

お客様の情報を共有

○○ガス
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５-1．マイニチガス（専用アプリ）を活用した保安業務

・マイニチガス加入件数約91.3万件※

お客様加入率６０％以上！
※画面はイメージ。
（周知動画は開発中）

※グループ全体の総計（2022年3月末時点）

アプリにて保安周知を実施

電子カタログ

周知動画
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５-2．マイニチガスを活用した今後の取り組み

実装状況 今後見通し 導入効果

コミュケーションツールの
マイニチガスアプリ上で、
定期保安周知（冊子及び動
画配信）を実装。

現在自社顧客約50万件に普及。更なる普及促進を進め
る。調査スケジュールの変更や、イマドコサービス等、
保安調査アプリとの連携を目指し、お客様だけではなく
現場の社員にとっても合理的な運用を推進して行く。

デジタル周知を活用する事で、顧客数増
加に伴う周知増刷数問題を解消。今期の
周知冊子（紙）印刷数はピーク時の約4
分の1の見込み。環境問題にも配慮

※第2回発表資料抜粋

今後

現状

Push通知

ハガキ通知

アプリ操作・即時応答
（24時間365日受付）

電話連絡・不通の可能性も
（時間内連絡）

都合の良い日程に
変更希望したい場合は・・

保安点検の
お知らせ

コールセンター

AIが希望日時から最適な
スケジューリングを自動判断

・お客様情報の検索

・担当エリアの状況検索

・担当者の日程確認

・折り返しの連絡（即答不可）も

調査員

合理的
ノーストレス

保安調査システム

非効率
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６-1．災害対応力向上への取り組み

ニチガスの防災対応・対策

①ドローンを使用した
被害状況確認訓練

③太陽光発電・蓄電池
モバイルパワーパック
（バッテリー交換型
電動バイク）の導入

②災害発生時
GoogleMeet
接続・報告訓練
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①ドローンによる被害状況確認訓練 ②GoogleMeet接続・報告訓練

• ドローンを操作し、上空から周辺地域の被害状況や
ガスホルダーの損傷・圧力数値等を確認

• 弊社本社を本部として、各防災拠点からGoogleMeet
（Web会議場）にアクセスして被害状況等を映像付
きで報告。

⇦ドローンカメラと同期してドローンの映像も共有可能
ドローンの画像

対策本部 各地域の状況

６-2．災害対応力向上への取り組み
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③太陽光発電・蓄電池・モバイルパワーパック（バッテリー交換型電動バイク）導入

• 各防災の拠点となる施設内に太陽光発電・蓄電池・モバイルパワーパック（バッテリー）充電用のバッテリステーションを設置。
通常時はモバイルパワーパックを電動バイクの移送用として使用、非常時は非常用電源として活用できる。

• モバイルパワーパックの電源は太陽光発電由来の電気としている為、環境性・経済性も考慮した設計となっている。

モバイルパワーパック（バッテリー）
※本田技研工業（株）ＨＰより抜粋

太陽光発電

蓄電池

バッテリーステーション

太陽光発電で発電した電気をバッテリーステーションへ
送りバッテリーを充電する。余剰電力は蓄電池に充電し
昼間の発電電力を無駄なく貯めておくことが出来る。

電動バイクの動力はバッテリー2本。
バッテリーを交換すればすぐに満タン
にすることが出来るため、EV車両特
有の充電時間の問題も解消された。

電動三輪バイク

バッテリーを発電機に入れる事で非
常用電源（100Vコンセント・USB給
電）としても利用可能。また、電源は太
陽光から給電される為、停電時もバッ
テリーの充電・使用が可能である。

６-3．災害対応力向上への取り組み
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